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御
船
町
滝
尾
地
区
で
タ
ケ
ノ
コ
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
他
に
も
水
稲
と
栗
も
栽
培
し
て

い
ま
す
。
作
付
面
積
は
、
タ
ケ
ノ
コ
（
70
ア

ー
ル
）、
米
（
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
栗
（
80
ア

ー
ル
）。
以
前
は
、
仕
事
と
農
業
を
兼
業
し
て

い
ま
し
た
が
、
退
職
を
機
に
専
業
農
家
に
な

り
、
１
年
が
経
ち
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
を
栽
培
す
る
う
え
で
大
事
な
こ

と
は
肥
料
の
散
布
と
イ
ノ
シ
シ
等
の
対
策
で

す
。
肥
料
の
散
布
は
、
５
月
、
８
月
、
12
月

の
３
回
散
布
し
ま
す
。
肥
料
を
散
布
す
る
こ

と
に
よ
り
、
根
の
成
長
が
良
く
な
り
い
い
タ
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ケ
ノ
コ
に
育
ち
ま
す
。
２
つ
目
の
イ
ノ
シ
シ

等
の
対
策
で
は
、
電
気
柵
な
ど
を
張
り
対
策

を
し
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ノ
シ
シ
は
タ
ケ
ノ

コ
を
好
ん
で
お
り
、
鼻
が
良
い
た
め
人
よ
り

早
く
見
つ
け
て
穴
を
掘
り
食
べ
て
し
ま
う
の

で
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
す
る
と
き
は
、
地
割
れ

掘
り
で
収
穫
し
ま
す
。
黄
色
い
芽
が
地
表
よ

り
少
し
で
た
状
態
の
も
の
を
見
つ
け
穴
を
掘

り
収
穫
し
ま
す
。
収
穫
す
る
と
き
の
コ
ツ

は
、
足
裏
の
感
触
や
土
が
少
し
盛
り
上
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
量
を

増
や
す
こ
と
。
現
在
10
ア
ー
ル
あ
た
り
の
収

穫
量
が
3
0
0
キ
ロ
の
と
こ
ろ
を
5
0
0
〜

6
0
0
キ
ロ
収
穫
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
１
キ
ロ
以
下
の
小
ぶ
り

の
タ
ケ
ノ
コ
を
多
く
収
穫
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
小
ぶ
り
の
タ
ケ
ノ
コ
は
、
味
も

香
り
も
よ
く
歯
ご
た
え
も
柔
ら
か
く
と
て
も

お
い
し
い
で
す
。
タ
ケ
ノ
コ
栽
培
は
、
表

年
・
裏
年
と
あ
る
の
で
裏
年
の
収
穫
量
を
増

や
す
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
は
、
湯
が
い
て
酢
味
噌
な
ど
付

け
て
食
べ
た
り
炊
き
込
み
ご
飯
に
す
る
と
美

味
し
い
の
で
今
が
旬
の
タ
ケ
ノ
コ
を
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。



上益城農業協同組合　　　　　　
　代表理事組合長　田原　要一　ほか役職員一同
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組合だより組合だより

ライフアドバイザー優績者
益城支所　藤岡職員／嘉島支所　吉川職員・小島職員

JA-SS№1コンテストオイル賞　　清和文楽給油所
JA-LPガス販売所マッチレース優秀賞　益城支所購買

令和2年度農機実販推進運動成果大会
修理サービス部門センター賞　山都農機センター・上益城農機センター（益城）

田植機賞・作業賞　山都農機センター　永松職員／修理サービス部門地区個人賞　山都農機センター　松尾職員

堆肥共励会　畜産協会会長賞　営農部畜産課 農産物鑑定競技会　最優秀賞　第3営農センター　荒木職員

ディスプレイコンテスト熊本県大会
　優秀賞　清和支所購買

CE運営管理・環境整備コンクール
最優秀賞　嘉島ＣＥ

　早春の候、組合員・利用者の皆様には、ＪＡ事業にご理解とご協力を賜り衷心より厚くお礼申し上げます。
　令和２年度は、誰もが予想しなかった新型コロナウイルス感染症が全世界で拡大し、今までに経験した事がない
日常を過ごす日々が続きました。今後は、ワクチン接種も始まり徐々に、日常を取り戻しつつありますが、新型コロ
ナウイルスの変異株拡大も心配されておりますので、今一度、感染対策を充分に取り組まれますようお願い申し上
げます。
　このような中、ＪＡかみましきでは、それぞれの部門において表彰を受けました。これは、各職員が自分の持ち
場において資質向上、創意工夫に取り組みレベルアップに努めた結果だと思いますので、改めてご紹介させていた
だきます。



Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
管
内
の

話
題
を
お
届
け
し
ま
す
！

か
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し
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ス
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２
月
25
日
、
御
船
保
健
所
に
て
現
場
の
最
前
線
で
昼
夜

を
問
わ
ず
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
保
健
所
の
方
々
に
対
し
敬

意
と
感
謝
の
意
を
込
め
、
お
茶
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
へ
も
日
頃
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
ご
指
導
ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

式
に
は
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
田
原
組
合
長
、
松
岡
専
務
、
松

本
常
務
、
木
村
総
務
専
門
委
員
長
、
森
上
総
務
専
門
副
委

員
長
が
出
席
さ
れ
、

上
益
城
特
産
の
お

茶
セ
ッ
ト
と
矢
部
茶

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
贈

り
ま
し
た
。

　

贈
呈
で
は
、
上
益

城
特
産
の
お
茶
セ
ッ

ト
と
矢
部
茶
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
贈
り
ま

し
た
。

　

贈
呈
後
、
営
農
部

職
員
か
ら
お
茶
を

振
舞
い
特
産
の
お

茶
の
説
明
も
行
い

ま
し
た
。

リモートで人権研修を受ける職員

　

県
内
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
数

多
く
発
生
し
、
誹
謗
中
傷
や
差
別
等
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
人
権
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
２
月
８
日
〜
２
月

12
日
に
か
け
職
員
約
４
０
０
名
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
ホ
ー
ル
を
借
り
て
の
全
体
研
修
を
行

う
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
研
修
を
行
い
、
会
場

と
時
間
を
分
散
し
三
密
を
避
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
誹
謗
中
傷
を
な
く
す
こ
と
、
職
場
内
で
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
を
な
く
す
こ
と
等
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
人

権
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

守山部会長（左）と西浦職員（右）

　

県
内
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
熊
本
日
日
新
聞
の
タ
イ
ア
ッ

プ
企
画
「
く
ま
も
と
あ
ぐ
り
ん
」
で
、
益
城
町
に
あ
る
西

瓜
選
果
場
が
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　

早
出
し
ス
イ
カ
は
寒
い
時
期
か
ら
出
荷
を
行
っ
て
お

り
、
贈
答
用
と
し
て
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
糖

度
も
高
く
お
い
し
い
の
で
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

「
く
ま
も
と
あ
ぐ
り
ん
」
で
は
、
食
と
農
に
関
わ
る
生

産
者
な
ど
を
訪
ね
、
農
業
と
地
域
生
活
の
つ
な
が
り
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

３
月
14
日
の
熊
本
日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

お
茶
の
贈
呈
式

リ
モ
ー
ト
で
人
権
研
修

「
く
ま
も
と
あ
ぐ
り
ん
」

益
城
ス
イ
カ
の
Ｐ
Ｒ

お茶の贈呈



　

２
月
24
日
、
青
壮
年
部
は
農
政
課
題
に
関
す
る
要
請

を
藤
木
眞
也
参
議
院
議
員
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
リ
モ

ー
ト
で
要
請
・
質
問
を
し
ま
し
た
。
要
請
内
容
は
、
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
緩
和
対
策
②

水
田
農
業
対
策
の
確
保
③
担
い
手
確
保
に
対
す
る
支
援

④
自
然
災
害
の
復
旧
対
策
⑤
中
山
間
地
域
の
基
盤
整
備

に
対
す
る
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

JA自己改革JA自己改革
所得増大所得増大

かみましきニュース
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リモートで議員要請

　

２
月
中
旬
に
山
都
地
区
で
農
事
組
合
法
人
の
設
立
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

設
立
し
た
農
事
組
合
法
人
は
、
結
い
と
り
鶴
底
農
事
組

合
法
人
と
、
い
ち
ょ
う
農
事
組
合
法
人
で
す
。

　

農
事
組
合
法
人
は
、
組
合
員
の
農
業
生
産
に
つ
い
て
の

協
業
を
図
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
組

合
員
の
共
同
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
等
に
よ
り
作
付
け
が
困
難
と
な
っ

た
水
田
を
維
持
す
る
た
め
の
受
け
皿
に
な
る
等
、
地
域
農

業
の
維
持
、
農
地
の
保
全
を
行
い
ま
す
。

農事組合法人
結いとり鶴底 農

事
組
合
法
人
設
立
総
会

農事組合法人
いちょう

　

２
月
25
日
、

県
下
Ｃ
Ｅ
（
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
）
で

行
わ
れ
て
い
る

第
３
回
Ｃ
Ｅ
運

営
管
理
・
環
境

整
備
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
が
管

内
の
嘉
島
Ｃ
Ｅ

と
甲
佐
Ｃ
Ｅ
で

実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
で
は
、
運
営
管
理
状
況
や
整
備
点
検
な
ど
の
書
類

審
査
と
Ｃ
Ｅ
施
設
の
整
理
整
頓
・
清
掃
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
産
地
施
設
と
し
て
の
環
境
整
備

や
Ｃ
Ｅ
の
適
切
な
運
営
管
理
を
目
指
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｅ
施

設
の
品
質
事
故
防
止
や
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
に
も

施
設
の
美
化
が
必
要
と
な
り
「
見
ら
れ
る
施
設
」
か
ら

「
見
せ
る
施
設
」
へ
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

担
当
職
員
は
「
施
設
を
美
化
す
る
こ
と
に
よ
り
事
故
防

止
に
繋
が
り
安
全
に
作
業
を
行
え
る
。
今
後
も
運
営
委
員

の
方
々
と
一
体
と
な
り
運
営
・
施
設
の
管
理
に
努
め
て
い

く
」
と
話
し
ま
し
た
。

ＣＥ施設内の審査

Ｃ
Ｅ
運
営
管
理
・
環
境
整
備

コ
ン
ク
ー
ル
実
施

農
政
課
題
を
国
会
議
員
へ

要
請
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多くのお客様にご来場いただきました

　

２
月
25
日
、
御
船
町
で
栽
培
さ
れ
た
国
産
自
給
率
０

％
の
希
少
品
種
「
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
」
に
つ
い
て
検
討
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

御
船
町
で
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
家
は

３
件
で
作
付
面
積
約
３
６
０
ａ
。
こ
の
小
麦
は
、
主
に
パ

ス
タ
や
パ
ン
の
原
料
と
な
り
ま
す
。
日
本
の
食
生
活
に
馴

染
み
の
あ
る
食
材
だ
が
、
普
通
の
小
麦
に
比
べ
成
熟
期
が

遅
く
、
赤
か
び
病
に
弱
い
た
め
収
穫
時
期
が
梅
雨
に
あ
た

る
国
内
で
は
栽
培
が
難
し
く
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
統
計
上
の
国
産
自
給
率
は
０
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
消
費
者
や
加
工
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
国
産
の

デ
ュ
ラ
ム
小
麦
を
望
む
声
が
あ
る
た
め
、
商
品
化
に
向
け

て
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
御
船
町
役
場
農
業
振
興
課

　

電
話
（
０
９
６
）
２
８
２
ー
１
６
０
７

希
少
品
種「
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
」

検
討
会

衛
生
委
員
会

　

３
月
３
日
、
農
産
直
売
所
「
よ
か
よ
か　

う
ま
か　

と

れ
た
て
市
場
」
３
店
舗
で
ひ
な
祭
り
と
３
飯
（
メ
シ
）
運

動
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
米
の
大
売
り
出
し
と
、
イ
チ
ゴ
の

店
頭
販
売
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
売
り
出
し
は
、
今
回
初
め
て
で
し
た
が
、
上
益
城
産

の
お
米
と
イ
チ
ゴ
を
求
め
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

担
当
職
員
は
「
多
く
の
人
に
美
味
し
い
上
益
城
産
の
お

米
と
イ
チ
ゴ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
毎
月
衛
生
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

衛
生
委
員
会
で
は
、
労
働
者
の
健
康
被
害
の
防
止
や
健

康
の
保
持
増
進
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
よ
り
良
い
職

場
環
境
を
目
指
し
、
労
使
一
体
と
な
り
調
査
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

３
月
に
お
い
て
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出
し

デュラム小麦

検討会の様子
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　当ＪＡでは、職員ひとりひとりがマスク着用・手洗い・うがい・体温管理を徹底して行
っております。新型コロナウイルスは飛沫感染が発生しやすく人の集まるようなイベント
や研修等については感染拡大の恐れを受け、危機管理上の観点から中止や開催等の方法を
変更しております。

　2月の理事会で承認いただきました、令和3年度事業計画骨子につき

まして、昨年同様新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、座

談会等が開催できない状況をふまえて、広報誌にて掲載致しますのでご

覧いただけると幸いです。

　大変ご迷惑をお掛けして申し訳ございませんが、ご理解下さいますよ

うお願い申し上げます。

令和3年度事業計画骨子について

ＪＡかみましきでは新型コロナウイルスの
感染症対策を徹底しています

ＪＡかみましきでは新型コロナウイルスの
感染症対策を徹底しています

入口で検温しています

各店舗にもアルコール消毒を設置しています

リモートで理事会
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令和３年度　事業計画書

　昨今の担い手の減少・高齢化、自然災害等の多発化や国内農業に不利益な国際貿易交渉の進展等

農業を取り巻く環境は非常に厳しい状況になっております。更には、新型コロナウイルス感染症に

より農業におよぼす影響も不透明であり、新しい日常の創造を念頭においた持続可能な活動が求め

られています。

　このような情勢を踏まえ、令和３年度はＪＡの経営理念を基本とし、ＪＡ活動総合３ヵ年計画の

最終年度となる事から、「地域農業振興戦略」「地域くらし・広報戦略」「経営・人づくり戦略」「熊

本地震からの復興」の４つの戦略を着実に実践することで、組合員・利用者の負託と期待に応える

ＪＡづくりを目指します。

　また、ＪＡグループ熊本では、全ＪＡと連合会による「県域ＪＡ構想」の協議が開始され、本年

度開催される、第２７回ＪＡ熊本県大会における「熊本県域ＪＡ構想（めざすＪＡ像・規模・体

制・時期等）」の組織決定に向けた協議が進められております。今後、「県域ＪＡ構想」の前提とし

て、全てのＪＡが経営基盤をより高い水準で伸長・改善させ、盤石な経営基盤のもとで県域ＪＡが

実現することを目指して、県下共通の努力目標（重点取り組み事項・目標基準）を設定することと

なりました。当ＪＡにおいても、当該目標を踏まえた事業・組織運営に取り組みます。

　指導販売事業では、「安全・安心な農産物づくり」をモットーに更に営農活動を展開し、情報の

提供に努め、新品種の導入、担い手の育成、生産販売の強化を図り、農業者の所得増大、地域農業

の振興を図ります。

　信用事業では、「農業・地域の成長支援」「収益基盤・利用者基盤強化」「組合員・利用者接点の

再構築」等を基本として、各部門との連携を図り地域の金融機関として、専門知識を持った人材育

成により必要な金融商品・サービスの提供と相談機能として地域・利用者から必要とされる金融機

関を目指し取り組みます。また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の環境整備を継続して行い

ます。

　共済事業では、「安心と信頼の『絆』を未来につなぐ～地域のくらしと農業を支えるＪＡ共済」

を基本方針に、組合員・地域の方々へ「ひと・いえ・くるま」の万全な保障提供に取り組みます。

購買事業では、農業を取り巻く環境に迅速に対応し、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地

域の活性化」を目標に取り組みます。

　福祉事業では、新型コロナウイルス感染症や大規模災害が発生する中で、それら困難への対応力

強化を図るとともに、組合員高齢者の住み慣れた地域における暮らしを守るためのサービスを、安

定的・継続的に提供されるよう取り組みます。

　本年度も役職員一丸となり、組合員、利用者並びに地域住民のニーズを踏まえながら上益城地域

農業の振興と地域の活性化に取り組んで参りますので、皆様の一層のご指導、ご支援をお願い申し

上げます。

１．基本方針

ＪＡかみましきでは新型コロナウイルスの
感染症対策を徹底しています
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　昨年は、新型コロナウィルスとの戦いが長期化し、今までの日常とは大きく変化した１年でありまし

た。農業分野においても例外ではなく各種イベントの自粛、外食・中食の需要減少等の影響により、各

作物の更なる需給緩和が懸念されているところです。今後は作物ごとの実態を踏まえた、農畜産物の需

要喚起・消費拡大を図るとともに、生産品目の安全・安心対策を行い、担い手・農業法人及び行政等関

係機関との連携を密にし生産販売力の強化により、農家経営の所得安定確保に取り組みます。

１．農業所得増大と農業生産の実践

　（１）新品種導入によるプレミアム商品づくり活動の実施

　（２）野菜・果樹など生産・流通の環境変化に対応した取り組みの実施

　（３）米・麦・大豆の新たな品種の計画生産の実施

　（４）購買部と連携した情報提供、低コスト生産資材の提供の実施

　（５）省力化・効率化のためのスマート農業、持続可能な開発目標の支援

２．地域を支える担い手への支援と労働力確保

　（１）生産現場での情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した指導の導入・実証

　（２）農業生産法人、担い手への情報提供の強化の実施

　（３）農家経営支援システムを活用した経営改善、生産分析の支援の実施

３．販売・販促活動の強化

　（１）関係機関と連携し実需者を結び付けた農産物の有利販売の取り組みの実施

　（２）品質管理・安全安心の確保による「かみましき」ブランド販売の実施

　（３）多様な契約取引の拡大の確保、産地と取引先との情報共有の強化

１．農　産

　全国的には米の需給緩和の状況であり、水稲から非主食用米の生産拡大と麦大豆への作付け転換に

よる米価下落防止対策が行われております。米消費拡大運動3飯（さんめし）運動を実践し対応いたし

ます。所得の最大化を行う為に、水稲の病害虫対策を徹底し、麦の品種転換と大豆の基本技術を徹底

し、高品質な農産物生産に取り組み農地の有効活用を図ります。

（１）熊本県の推奨する「くまさんの輝き」の作付け拡大を行い売れる米づくりを目指し、水稲のス

マート農業での試験栽培による経費削減対策を実施します。

（２）高収量・高品質の麦づくりに努めミナミノカオリへの品種転換と作付け拡大を行い、農家所得

向上に努めます。

（３）大豆の生産面積拡大と収益力のある大豆生産販売に取り組みます。新品種の収穫後期に莢が弾

けにくい「フクユタカＡ１」の試験栽培を行い、所得向上対策を行います。

営農部
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【事業方針】

【重点実施事項】

【主要作物の振興方策】
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２．野菜・果実

　新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し、栽培講習会・現地検討会の開催を行い、生産量の増

大・品質の安定を図り、試験品種の導入・省力化栽培などの普及を進め気象災害に強い生産体制の整

備を進めます。

　販売面では重点市場への周年供給体制の確立と更なる営業力の強化を図ります。

　（１）新型コロナウイルス感染対策に対応した各種講習会・現地検討会の開催

　（２）反収量増大に向けた新技術・新品種の導入・普及

　（３）新規就農・若手農家・後継者の支援及び指導の充実

３．果樹・特産・花卉

　現地講習会を中心とした栽培技術の向上、現地指導による高品質安定生産に努めます。また、消費

者ニーズに合わせた新品種の導入や商品提案を行い、新規購入者の獲得に努めます。

　（１）各種講習会・現地検討会・現地指導による安定生産

　（２）新技術・新品種の導入・普及

　（３）契約取引の強化による経営安定

４．畜　産

　畜産農家の所得向上と安全・安心な畜産物の安定供給を行うために、畜産農家の経営指導、飼養衛

生管理基準の改正に伴う指導を徹底します。

（１）乳牛の高品質生乳生産や後継牛の安定確保のための改良推進

（２）肉用牛の繁殖管理の指導強化及び補助事業を活用した繁殖雌牛の増頭対策

（３）飼養衛生管理の徹底指導による家畜伝染病の侵入防止対策

５．加工直販

　とれたて市場については、新規会員の確保、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底し「とれ

たて市場」を拠点とした直売事業の展開とＪＡファン拡大への取り組みにより、店舗体制の充実・強

化に取り組みます。また、加工所では、地元農産物を使った農産加工品による６次産業へ取り組み、

引き続き宣伝・販売強化に取り組みます。

　（１）新鮮で安全・安心な農産物の安定的な出荷販売

　（２）感染予防を徹底したイベントを開催し、集客及び売上向上による会員の所得向上

　（３）直販事業を活かした、消費者ニーズの情報収集及びＰＲの拡充
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　令和３年度は、「農業・地域の成長支援」「収益基盤・利用者基盤強化」「組合員・利用者接点

の再構築」等を基本として、農業・地域金融機関としての機能を発揮し、ニーズに応じた窓口担当

者及び渉外担当者の専門知識の習得による必要な商品・サービスを提供することにより、農業所得

の増大と地域活性化に貢献し組合員・利用者の満足度向上をはかり、地域・利用者から必要とされ

る金融機関を目指すと共に、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の環境整備を継続して取り組み

ます。

１．農業所得向上・農業者満足度向上

　（１）農業者に対する融資対応力強化及び農業融資体制の充実・強化

　（２）農業者の法人化支援・事業承継支援

　（３）農業者のニーズに応じた利用者接点の再構築

　（４）ＪＡ内事業間連携の強化及び農林中央金庫との連携

２．金融サービスの提供を通じた地域貢献

　（１）農産物消費拡大等につながる金融商品の企画・販売

　（２）年金イベント企画等の実施による会員獲得（球技大会・各支所年金友の会）

　（３）窓口業務の効率化として個人・法人ネットバンキングの普及強化、給振・年金・ＪＡカー

　　　　ド一体型等のライフイベントセールスの提案実践

　（４）大口安定利用者の維持・拡大に向けた対策（高齢化対策・訪問・相談体制強化）

　（５）貸出強化プランの実践を通じて、出向く体制による更なる融資伸長と情報発信

３．信用事業運営の合理化・効率化

　（１）コンプライアンス・利用者保護等（苦情相談・金融機能不正利用防止等）への適切な対応

　（２）新たな不良債権の発生防止と解消に向けた取り組みの継続

　（３）貸出資産の積上げ「貯貸率の向上」（個人貯金の増強と貸出伸長による収益確保）

　（４）窓口業務にかかる適切な窓口手数料の適正化

　（５）店舗業務およびATM再編の検討と実施

金融部
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【事業方針】

【重点実施事項】
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令和３年度　事業計画骨子

　自己資本の充実と財務の健全化を図るため、不良債権解消に向け、関係部署との連携により、新

たな固定化債権の発生を抑制するため、債務者ごとの具体的な再建、回収策を実践し、効率的な早

期の回収を図り財務の健全化に努めます。

　また、貸出審査体制については、内部統制基準に従い信用事業推進部門との分離を明確なものと

し、ＪＡバンクの安全性・健全性を確保して、利用者に対する良質な金融サービスの提供に努めま

す。

１．債権管理体制の強化

　（１）農家再建に向けた経営支援・改善計画に基づく回収

　（２）不良債権解消方針の実践による不良債権比率、分類比率の縮小

　（３）制度資金等の活用による整理、保全

　（４）法的措置による回収

　（５）関係部署連携体制の強化による不良債権の発生防止の取り組み

２．貸出審査体制の整備

　（１）貸出審査体制の高度化による審査体制の厳格化

　（２）厳正な資産査定による引当と不良債権の処理

債権管理室

【事業方針】

【重点実施事項】
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令和３年度　事業計画骨子

　令和３年度における共済事業普及活動計画では、「ＪＡ共済」をＬＡ（ＪＡ共済専門職員）・ス

マイルサポーター（支所窓口共済担当）を中心に、これまで以上に組合員・地域の方々へ発信し保

障の拡充に取り組みます。

１．３Ｑ訪問活動による組合員・利用者への安心と満足の提供

　（１）「ひと保障」新医療共済・特定重度疾病共済の保障拡充

　（２）「いえ保障」建物・家財更生共済むてきプラスの保障拡充

　（３）「くるま保障」農耕用特殊自動車の新規保障拡充

２．頻発する自然災害に対応する迅速な調査・査定・支払いの強化

３．組合員・利用者との更なる接点の強化（ネットによる新サービス開始）

４．期待と信頼に応える自動車損害調査サービスの提供

５．地域の交通安全等貢献活動の実施

６．コンプライアンスの徹底

１．推進総合目標

２．重点施策目標（新規契約目標）

共 済 部

【事業方針】

【重点実施事項】

【事業目標】
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　農業を取り巻く情勢については、高齢化や担い手不足・労働力不足・相次ぐ自然災害の発生、ま
た新型コロナウイルス感染症の終息への長期化など今後さらなる省力化・効率化につながる先進技
術導入の必要性が増しています。
　このような状況のなか、生産基盤の強化を図り、農業者の所得増大、農業生産の拡大、地域の活
性化を目標に取り組んでまいります。

１．生産資材事業
　（１）農家所得増大に向けたコストの低減
　（２）ドローン委託事業に向けた取り組み強化
　（３）各部と連携した担い手・農業生産法人対応の充実
　（４）定期的な職員研修による窓口対応の機能強化

２．農機・自動車事業
　（１）ニーズに合った販売及び低コスト農業機械の推奨
　（２）車検・修理の取扱拡大に向けたサービス向上
　（３）農作業事故防止のＰＲ強化による無事故達成
　（４）積極的な技術資格取得と整備技術力の向上

３．燃料・ガス事業
　（１）ＳＳ担当者の技術力向上とサービスの充実
　（２）ガス消費拡大に向けた取り組み強化
　（３）関係資格取得による担当職員の資質向上
　（４）ＪＡ電気事業（個人住宅）の取り組み

４．生活・Ａコープ事業
　（１）魅力ある展示会・キャンペーンの取り組み
　（２）青壮年・女性部と連携した商品の普及拡大
　（３）購買店舗の品揃え充実と魅力ある店舗づくり
　（４）高齢化社会に対応した事業の取り組み
　（５）Ａコープ店舗の体制整備とお客様サービスの充実

５．購買未収金の健全性への取り組み

６．葬祭事業（天昇院ましき・みふね）
　昨今、コロナ禍に伴い、家族葬が主流となり、葬儀形態の変化に対応したサービスの充実を図
り、更なる利用者満足向上を目標に地域の皆様に喜ばれる葬祭事業の展開を図る。

購買部
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【事業方針】

【重点実施事項】
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令和３年度　事業計画骨子

　新型コロナウイルス感染症や大規模災害が発生する中で、感染症や災害への対応力強化を図ると

ともに、団塊の世代の全てが75歳以上となる2025年に向け、住み慣れた地域において、利用者に

必要なサービスが切れ目なく、安定的・継続的に提供される体制を構築し、地域にはなくてはなら

ないＪＡ福祉活動として地域貢献に努めます。

１．日ごろからの備えと業務継続に向けた取り組み

　（１）感染症や災害対策の強化

　（２）業務継続に向けた計画等の策定、研修の実施、訓練の実施

２．介護予防・日常生活支援総合事業の展開

　（１）生活支援・介護予防サービスの実施

　（２）行政との連携による支援体制の強化

３．介護保険制度に基づく介護サービスの提供

　（１）介護サービス資質向上と円滑な運営

　（２）身体拘束等の適正化に向けた取り組み

　（３）人材確保に向けた職場環境の整備

４．認知症への対応力向上に向けた取り組み

　（１）介護に関わる者の認知症介護基礎研修等の受講

　（２）認知症に対応できるＪＡづくりのための研修会開催

福祉部

【事業方針】

【重点実施事項】
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令和３年度　事業計画骨子

　ＪＡを取り巻く厳しい経営環境を踏まえ、第26回ＪＡ熊本県大会における決議による「熊本県域

ＪＡ構想」の協議が令和２年度より開始されました。令和３年度からは、経営基盤をより高い水準

で伸長・改善させるとともに、盤石な経営基盤を目指して、県下共通の努力目標として「重点取り

組み事項（行動面）」及び「目標基準（数値面）」が設定され、目標達成に向けた着実な実践と進捗

管理の徹底を行います。

　更に、適正な内部統制の構築やリスク管理の強化を図り、不祥事未然防止に向けた管理態勢の構

築、コンプライアンス遵守もあわせて行います。

１．基本目標達成に向けた体制構築

　（１）創造的自己改革を実現するための事業計画策定と実践

　（２）自己改革を実現していくための体制整備・運用

　（３）資本・財務対策

２．ＪＡの業務執行態勢（ガバナンス）の強化

（１）不祥事未然防止に向けた管理態勢の構築

（２）内部統制とリスク管理強化

３．適切な事業運営態勢に向けた組織整備等の実践

４．ＪＡ事業を支える情報システムの運用・活用

５．ＪＡ理念の実践に向けた人材育成・地域貢献・広報活動の実践

　（１）組合員・役職員学習活動への取り組み

　（２）高度・専門化した職員の育成と活力ある職場づくり

　（３）ＪＡくらしの活動を通じた地域貢献活動

　（４）戦略的広報活動の展開とマスコミ等との連携強化

６．「熊本県域ＪＡ構想」に係る理解醸成と努力目標達成に向けた取り組み

総 務 部

【経営管理方針】

【重点実施事項】



令和３年度　事業計画骨子

　監査人の人員及び時間には制約があり、効果的な内部監査を実現するため、すべての項目に対し

て総括的に監査を行うのではなく、財務諸表の重要な虚偽表示につながるリスク性が高い項目に対

して重点的、効果的に監査を行います。

①　リスクの現実化の可能性が高い領域（発生可能性）

②　リスクが現実化すると大きな損失が発生する領域（影響度）

③　内部統制のリスクが現実化すると財務諸表への影響が大きい領域（統制リスク）

　又、監事会・会計監査法人・行政と相互連携し情報交換を図り効率的かつ効果的な内部監査の充

実・強化に取り組みます。

１．監事会と連携して全部署において、規約及び要領並びに業務記述書に基づいた業務内容の遵守

確認監査の実施

２．監事監査・会計監査人監査・行政検査の指摘に対する改善状況の確認監査の実施

３．管理者等による検証態勢及び事務処理の統一性等の内部統制検証を主とした定期・随時監査の

実施

４．不祥事未然防止の観点からリスク性の高い現金等重要物に対する無通告監査の実施

５.　自主検査の検証・確認監査の実施

監査室
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【監査方針】

【重点実施事項】

　以上が令和３年度事業計画骨子となります。令和３年度も役職員一丸となり、地域

農業の振興と地域活性化に向けて取り組んでまいりますので、皆様の一層のご指導、

ご支援をお願い申し上げます。

　なお、事業計画骨子についてご不明な点やご質問などございましたらお気軽にお問

い合わせください。



「火事ですよ」「逃げてください」「早く、逃げにゃんてわかっとる」
「足の痛かもんな～」急いでいるつもり。
　今回の訓練は、消防署への通報が電話回線の不具合があったり、近くの事務所への
応援要請も火災発生の一報の行き違いがあり車いす利用者さんへの助けの応援も「か
らぶり」でした。結果は、訓練は無事に実施できました。
若い消防士さんの訓辞にみなさん「ロバの耳」でした。「やっぱり外の空気はおいし
か～」、消防署から特段の注意事項はありませんでした。合格でした。

　今日はグループホームの雛祭りです。
　スタッフ手作りの衣装にかつらで凛々しいお
内裏様と可愛い（？！）おひな様です。
　ご覧くださいませ　ばっちり決まった決めポーズ！！優しい笑みがこぼれてきます　ウフッ！
　ひし餅、ひなあられ、もちろん手作りです。ゆっくり食べましょう。ゆっくり食べます。おいしく食べたあの頃を懐
かしみながら、健やかに成長（いやいや）ご長寿を！願います。　　　　　　　　　　　　　　やまびこスタッフ一同

JA上益城居宅介護支援事業所
虹のかけ橋

☎0967-73-1253
☎096-234-0009

何かご相談があればＪＡへ！
ケアマネジャーがあなたに寄り添いサポートし
ます。

資格をお持ちの方はもちろん、福祉の仕事に
興味のある方、各事業所で一緒に働いてみま
せんか？まずは、お電話下さい。

JAかみましき　福祉センター
☎0967-73-1211

「節分」

機能訓練

グループホームやまびこ

デイサービス大地

通所・サポートセンター虹 　今年の節分は、明治30年以来124年ぶり
の２月２日でしたね。
　コロナ禍の節分にて感染予防で自席での豆
まきを行いました。
アクリル板に自作の
鬼を貼り「鬼は外！
コロナも外！」と鬼
もコロナも退治しま
した。

JAかみましき　April 202119

♬灯りをつけましょ　ぼんぼりに
　　　　 お花をあげましょ　桃の花・・・

頭の体操

デイサービス大地と介護付き有料老人ホームたんぽぽの施設で合同防災訓練を実施

出来上がりの
作品でーす

手足の運動



営農
通信
営農
通信

　「サツマイモ基腐病」は、沖縄県、宮崎県、鹿児島県で被害が拡大しており、令和２年秋に

は熊本県でも発生が確認されています。

　病原は糸状菌（カビの一種）です。地際部の変色が最も特徴的で、株元に黒色～暗褐色の変

色が見られ、被害が進むと株全体が枯死します。

　植え付ける前に、苗の切り口を当日に調製したベンレート水和剤（500倍）※に30分間浸漬す

る苗消毒は効果的です。また、発病株の除去後に、薬剤（Zボルドーまたはジーファイン水和

剤）※を複数回散布すると周辺株の予防になります。
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コムギの病害について

初期症状株元 初期症状株全体

本ぽ初期発病

サツマイモ基腐病に
注意！！
あなたの圃場は
大丈夫ですか？

防除等不明な点、また疑わしい
症状の株を見られた方は下記ま
でご連絡ください。

上益城振興局農業普及・振興課　　

０９６（２８２）３４３８

ＪＡかみましき第２営農センター

０９６（２８６）９２５０

※令和3年3月現在の登録農薬名



　コムギうどんこ病は暖冬で雨の多い年や日陰で風通しの悪いほ場で発生が多く、時にで

きすぎたり生育が遅れた場合に発生しやすく、被害が大きくなります。品種では「チクゴ

イズミ」の耐病性が弱い傾向があります。

〈対策〉　効果のある薬剤は殺菌剤です。

　　　　　薬剤防除は発生初期に行う必要があります。

〈対策〉　種子消毒を徹底する。早期に出穂するため黒穂を確認したら抜き取る。

黒穂は健全穂より早く出穂します。この黒穂の胞

子が飛散するため、胞子は健全な穂の開花中の雌

しめべに付着し、菌糸が子実内に生存します。こ

の子実は健全な種子と区別はつきませんが、収穫

後、次年度にこの罹病種子を播種すると出穂後に

発生が多くなります。

コムギの病害は赤かび病が最も重要な病害ですが、
近年うどんこ病による被害も多く発生しています。

21 JAかみましき　April 2021

ムムギギのの病病害害はは赤赤かかびび病病がが最最もも重重要要なな病病害害でですすがが

コムギの病害についてコムギの病害について

【コムギうどんこ病】

コムギうどんこ病 コムギうどんこ病による葉枯

【裸黒穂病】

※薬剤等は最寄りの営農センターか購買へお尋ねください。

赤カビ病の防除は、必ず２回実施して下さい。



　790名の部員からなるＪＡかみましき女性部のモットーは『出会いを大切
にする』。そんな女性部で約10年間、部長を務める藤村裕里子部長（益城
町）に話を伺ってきました。
　藤村部長はＪＡ職員の時から女性部を担当し、女性部員歴は約41年になる
そうです。現在はとれたて市場益城店の店員も務めていらっしゃいます。
　藤村部長が、女性部に入っていてよかったと思うことは「全国でつながり
ができ、友だちが増えること」。東日本大震災のボランティア活動の際、現
地女性部の方々との交流をされたそうで、熊本地震の時に、一番に心配の連
絡をくれたのがその時交流した女性部長だったそうです。また、他県の女性
部の方が上益城に研修に来たり、贈り物をし合ったりと今でも交流が続いて
いるそうです。それは藤村部長が出会いを大切にしているからこそなのだろ
うなと感じました。また、ご

家族のご理解やご協力のおかげで、藤村部長は女性部活動で大
変と感じることはないそうです。
　女性部は現在新型コロナウイルス対策を行いながら、主に各
支部での活動が活発に行われています。マスクづくり、花の寄
せ植え作業、福祉施設の清掃ボランティアなど活動内容は多岐
にわたり、部員同士も交流の機会が多くあるそうです。
　これから新型コロナウイルスが収束に向かい、行事などまた
出来るようになったら、今まで以上に部員同士の“ふれあい”
を大切にし絆を深めていきたいそうです。また、フレッシュミズの活動も活発にしていくこと、次期部長を
探していくことが課題なのだと教えてくれました。
　最後に一言『ふれあいの場を多くして部員さんとの絆を深め、出会いに感謝しましょ
う！できたしこ！』と元気な言葉を頂きました。

女 性 部女 性 部
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藤村裕里子部長

芦北町教育委員会へのマスク贈呈

JAとぴあ浜松女性部とのレクリエーション JA種子屋久女性部との交流
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アルコール消毒の設置
新型コロナ対策を掲示し
呼び掛けています

加湿器・空気清浄機の設置

新型コロナウイルス対策で感染予防新型コロナウイルス対策で感染予防

顔
認
証
体
温
測
定
機
設
置

昨年から新型コロナウイルス感染症が猛威を振るっており日々感染者が増加して
います。当ＪＡでも様々な対策・支援に取り組んでいます。　

茶消費拡大支援…新型コロナウイルスの影響により、茶消費が低迷し生産者の経営を圧迫。茶の
消費を促すため、化粧箱の作成を行い新たな販売先の確保・販路拡大を行いました。
農業用廃プラスチック集荷処理支援・・・ＪＡでは廃プラを一元集荷で行うため、計量器を導入
し集荷率アップと３密回避を図りました。

出入口に顔認証体温測定機を設置し、検温の実施
空気清浄機・加湿器の設置
飛沫感染防止のためのアクリルパーテーションやコロナ対策
ブースの設置等
Web機器を利用しリモートで相談等実施
アルコール消毒液の設置
新型コロナウイルス感染症対策のポスター・看板を設置し、マスク着用、消毒の徹底の呼び掛け

感染症予防対策

パーテーション・ブースの設置

生産支援対策

今後も新型コロナウイルス感染症の対策・支援を行い、皆様に安心してご利用いただけるよう心掛けていき
ます。

化
粧
箱
の
作
成

計
量
器
の
設
置
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購 買 部

組合員の皆様が大切に育てられた熊本の果物と野菜を中心にした、ジューシー製品を製造しております。
搾汁し、飲料にすることにより、手軽に摂取することが出来ます。お飲み頂くことで組合員の皆様の健康
を守り、ひいては熊本県農産物の地産地消運動につながるものと考えております。農家組合員・JA役職員
から始まる「健康と安心のネットワーク」作りへご理解とご協力の程をお願い致します。

組合員の皆様へ

2020年度JA取扱商品一覧表コンテスト
優秀店舗 御船支所の作品
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金 融 部

共
済
部

2020年度JA取扱商品一覧表コンテスト
優秀店舗 御船支所の作品

2020年度JA取扱商品一覧表コンテスト
優秀店舗 御船支所の作品
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ＪＡからのお知らせ

一
、
令
和
3
年
度
事
業
計
画
骨
子

（
案
）
に
つ
い
て

二
、
令
和
3
年
度
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク

実
施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

三
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
単
位
の
変
更

（
案
）
に
つ
い
て

四
、
熊
本
県
域
J
A
構
想
に
係
る

理
解
醸
成
運
動
（
案
）
に
つ
い

て

五
、
令
和
4
年
度
職
員
採
用
方
針

（
案
）
に
つ
い
て

一
、
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

二
、
令
和
2
年
度
末
決
算
見
通
し

に
つ
い
て

三
、
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に

つ
い
て

四
、
１
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

五
、
行
事
経
過
及
び
行
事
予
定
に

つ
い
て

第
9
回
定
例
理
事
会

令
和
３
年
２
月
25
日

　
　
　
　

（
本
所　

２
階
ホ
ー
ル
）

理
事
会
だ
よ
り

議　
　

事

報
告
事
項

　

理
事
会
に
て
以
上
５
つ
の
提
案
が

あ
り
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　令和2年度熊本県堆肥共励会にて、営農部堆肥セン
ターが熊本県畜産協会会長賞を受賞しました。
　本共励会は堆肥の利活用について年々ニーズが高
まる中、畜産農家及び堆肥生産者の生産技術の研鑚
とレベルアップを図ることを目的に開催しているもの
です。

堆肥共励会で
　　畜産協会会長賞を受賞
堆肥共励会で
　　畜産協会会長賞を受賞

農産物鑑定競技会で
　　　　　最優秀賞を受賞
農産物鑑定競技会で
　　　　　最優秀賞を受賞

　農産物検査員の技術向上のため熊本県ＪＡ農産物
検査協議会が主催する農産物鑑定競技会で、当ＪＡか
ら第3営農センター荒木職員が最優秀賞を受賞しまし
た。

　農機実販推進運動は、組合員への恒常的な訪問による顧客満足度の向上とシェア拡大、担当職員の活性化を図
る目的で開かれています。当JAから修理サービス部門センター賞で山都農機センターと上益城農機センター（益
城）が受賞致しました。
　個人賞では、山都農機センター永松職員が田植機賞と作業賞を受賞、松尾職員が修理サービス部門で地区個人
賞を受賞しました。

農機実販推進運動は、組合員への恒常的な訪問による顧客満足度の向上とシェア拡大、

令和2年度農機実販推進運動成果大会で受賞令和2年度農機実販推進運動成果大会で受賞

上益城農機センター（益城） 山都農機センター



もしもの時はお電話下さい 自動車事故の時は
お電話下さい天昇院ましき 天昇院みふね

益城町惣領1414の2 御船町御船948の1

096-281-1059
090-4982-1059

ＴＥＬ

夜  間

096-289-1059
090-4982-1059

ＴＥＬ

夜  間

24時間対応しています 相談も随時受付中

ＪＡかみましき　共済部自動車査定課
　０９６－２３４－１３１１
ＪＡ共済事故受付センター
　０１２０－２５８－９３１
　　　　　（24時間365日対応）
　・事故受付とアドバイス
　・夜間休日初期対応サービス
　・夜間休日現場急行サービス
　・休日契約者面談サービス　対応

ＪＡ共済サポートセンター
　０１２０－０６３－９３１
　　　　　（24時間365日対応）
　・レッカーサービス
　・ロードサービス　対応

JAかみましき　April 202127

令和３年２月２８日付（退職）正職員
氏　　名 退 職 理 由

田上　千穂

所　　属　　部　　署

清和支所管理金融共済課管理金融共済主任 自己都合

令和３年３月１日付（採用）正職員
氏　　名 備　　考

藤澤　真平

人事異動について

配　　属　　部　　署

清和支所管理金融共済課管理金融共済係 試用職員

令和３年３月１日付（異動）正職員
氏　　名 備　考

和田　理歩

上田　智章

並川　利奈

新　部　署 旧　部　署

矢部支所ＬＡ・渉外課ＬＡ主任

営農部畜産課畜産係

総務部付

総務部付 

総務部付 

営農部畜産課畜産係 

※毎週水曜日はとれたて市場ポイント３倍デー

新型コロナウイルス感染予防対策により、イベント・
行事等は未定とさせていただきます。

４月のイベント
堆肥共励会で
　　畜産協会会長賞を受賞

農産物鑑定競技会で
　　　　　最優秀賞を受賞

令和2年度農機実販推進運動成果大会で受賞



今月は「タケノコ」レシピ！
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ワンポイントアドバイス

作り方

タケノコと春野菜のピラフ

買ってきたらすぐに茹でましょう。皮ごと先を斜めに切り落とし、
皮の部分だけ縦に切れ目を入れます。大鍋にぬかをひとつかみ溶か
し、水から火にかけ、沸騰したら弱火で40～50分。火を止めたら
茹で湯ごと冷ましてください。

検索JAかみましき

材 料
４人分

米……………………2合
タケノコ……………2本(上部5㎝)
アスパラガス………3本
人参…………………1本(5㎝の長さに千切り)
コンソメ顆粒………大さじ2
塩……………………少々
バター………………30g
オリーブオイル……大さじ2

タケノコ………2本(下部)(粗みじん切り)
鶏ミンチ………200g
人参……………1本(2㎝の長さに粗みじん切り)
生しいたけ……1枚(粗みじん切り)

水溶き片栗粉……(水50cc・片栗粉大さじ1)

味噌……大さじ1
酒………大さじ1
塩………1つまみ
片栗粉…大さじ2

A

水……………300cc
薄口醬油……大さじ3
濃口醤油……小さじ1
かつおだし…大さじ1

餡
B

①米は洗ってざるにあげ１５分置く

②フライパンにオリーブオイルを入れ米を透き通るまで炒め塩少々加える

③タケノコをくし切りのスライスにし千切りにした人参を②に加えて炒める

④炊飯器に③を入れ水、コンソメ顆粒を入れてスイッチを入れる

⑤アスパラガスの下をピーラーで剥き軽く塩ゆでしてひと口大にカットし別皿に取っておく

⑥炊き上がったらバターとアスパラを入れ10分ほど蒸して混ぜたら完成

作り方

あんかけタケノコボール

①ボールに鶏ミンチとAを入れこねて滑らかにする

②タケノコ、しいたけ、人参を①に混ぜ合わせピンポン玉状の球にする

③レンジ皿に②を間隔をあけて並べラップをして600Wで4分加熱する

④Bを鍋に入れ煮詰めたら水溶き片栗粉を入れとろみをつけておく

⑤加熱が終わったら、④の餡をかけ完成

材 料
４人分


